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はじめまして。
知財学習推進室です。

これまで福祉におけるこれまで福祉における
ものづくりの現場でものづくりの現場で

表現を守り広げるための表現を守り広げるための
ゲームや冊子の制作をはじめ、ゲームや冊子の制作をはじめ、
各地での研修を行ってきました。各地での研修を行ってきました。

でも、まだまだ
「知財って難しい！」

「こんなときどうしたらいいの？」
 という声をたくさん耳にします。

そんなお困りごとに答えるべく、
 身近な事例で知財を学ぶ
 50のQ & Aをつくりました。

著作権使用料の
決め方がわからない……。

パクってないのに
大炎上……！

自分の作品が
転用されちゃった！



この本では、ものづくりや
福祉の現場での知的財産に
まつわるあれこれについて、
7つの章で解説していきます。

著作権の対象や範囲、権利者な
ど、知っているようで実は知らない
基礎知識を紹介。

作品の価値のつけ方、販売後の
収益や分配、作品の販売方法に
まつわるポイントに着目！

自分や他者がつくった作品を、公
に発表・利用する際の注意点に
ついて理解を深めましょう。

作品貸出・利用にあたっての契
約上の留意点、費用の考え方や
保管方法のツボを説明します。

オンラインでの商品販売や作品
制作における配慮、権利のあり方
について知っていきましょう。

画像やテキストを気軽にネットで
公開できる現代。情報発信にまつ
わる権利をおさらいします。

作品の制作・発信・貸出にともなう、
知的財産に関するトラブルシュー
ティングについて解説。

著作物 価格

キャラクター 作品貸出

商標登録

複製権 パクリ

コラージュ 対価

動画投稿サービス 契約書

意匠権

公衆送信権 Web

著作権 売上

模写 著作権使用料

オンラインサービス

SNS 破損

演劇・舞台
クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

BGM 保管・所蔵

郷土玩具

肖像権 SNS 転売

共同制作
分配

所有権

作品記録 デジタルアーカイブ

映像作品

使用許諾 保険・補償

職務著作

展覧会

作品貸出

撮影 プライバシー
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1

Q A

 著作物の定義

何気なく描いた絵や文字に、妙に惹かれる……なんて経験はありませんか？
まずは、著作権が発生する「著作物」の定義を知っていきましょう。

1

意図せずできた傑作。でも、作品として描いたわけでもないし……。

メモ用紙に絵を描きました。
これも著作権で保護されるの？ 1

著作権法第2条第1項第1号では、著作物は「思想又は感情を創
作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に
属するもの」と定義されています。

①「思想又は感情」：人間の精神活動から生まれたアイデアや意見、想い    

や気持ちなど。

②「創作的」：つくり手の個性が表れた独自の表現であること。上手下手、

プロアマ問わず、たとえばチラシの裏に描いた子どもの絵でも、その子ども

独自の表現であれば著作物として認められます。

③「表現」：独創的なことを思いついただけでは、著作物にはなりません。

文章や身振り手振り、画像映像などなど、何らかの方法を通じて表に現

したものである必要があります。

「表現」されたものは
著作権で保護されます。

思想又は感情 ①を創作的 ②に表現 ③したものであつて、

文学、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの

イメージや気持ちを独自に表現したものは、「著作物」に該当

します。つまり、絵を描いた当人に作品をつくっている意識がな

くても、著作権で保護される対象になるということ。アーティスト

が手がけた作品に限らず、私たちが気ままに綴る日記や、ス

マートフォンで撮った写真なども、著作物にあたります。

解
説
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1

基礎知識：著作権の分類と保護期間

①著作権の分類

さまざまな「著作物」を保護する著作権ですが、実は大きく2つに分けられます。ひとつは、著作者

の人格的利益を守る「著作者人格権」、もうひとつは財産的利益を守る「著作財産権」。一般に

「著作権」と言うときは後者を指すことが多いでしょう（ただし、本書で用いる「著作権」という

言葉は、特別に断らない限り、「著作者人格権」と「著作財産権」の両方の意味を含みます）。

また、それぞれの権利のなかにも細かい分類があります。

●著作者人格権
著作者にとって著作物は自分の分身

とも言える大切な存在。尊厳を最低

限担保できるよう、著作者人格権とい

う権利が定められています。著作者に

は著作物を公表するかどうか、また

どんな名前を表示するかを自分で決

め、他人が勝手に著作物を改変する

ことを禁じる権利があります。

●著作財産権
著作者の財産的側面を守るための

権利です。著作者には著作物を複製

したり展示をしたりして、世の中に広め

る権利が独占的に与えられています。

著作財産権のことを狭義の「著作権」

と呼ぶ場合もあります。

著作権法が定める権利の見取り図

著作者の権利（広義の著作権）

著作者人格権

著作財産権（狭義の著作権）

公表権（18条）
氏名表示権（19条）
同一性保持権（20条）

複製権（21条）
上演権・演奏権（22条）
上映権（22条の2）
公衆送信権（23条1項）
伝達権（23条2項）
口述権（24条）
展示権（25条）
頒布権（26条）
譲渡権（26条の2）
貸与権（26条の3）
翻訳権・翻案権等（27 条）
二次的著作物の利用に関する

原著作者の権利（28 条）

②著作権の発生

著作権はどこかに届け出る必要がありません。著作者が著作物を創作した時点で自動的に

権利が発生します。一方で、特許権や商標権などの知的財産権は、特許庁に届け出て、審査の

のちに認められた上で付与される権利です。

③著作権の保護期間

著作者人格権は著作者が生きている間だけ認められる権利です。著作財産権の保護期間は

没後70年まであり、著作者が死亡した後は遺族がその権利を保護期間が切れるまで相続する

ことができます。

・権利を譲渡していない著作者

・著作者の死後、権利を相続した遺族

・権利を譲渡された者（出版社など）

④著作権の譲渡

著作財産権は他人に譲渡することが可能ですが、著作者人格権はその権利を他人に譲渡する

ことも遺族に相続させることもできません。

著作者＝著作物を創作する者

著作権者＝著作財産権をもつ者

もっと知る

1514



権
利
は
誰
の
も
の
？

1

Q A 関わった人全員に、
著作権が発生することがあります。

みんなでつくった作品を展覧会やWebサイトで発表したい。
その前に、共同制作における著作権が誰に生じるのかを理解しておきましょう。

2

共同制作では、誰に権利があるんだろう？

誰かと一緒につくった作品、
著作権はどうなるの？ 2

参加型ワークショップ「カラフルなまちをつくる」の
制作風景

関西で活動するアーティストの鮎川奈央

子さん・采
うね
奈菜子さんは、参加型ワーク

ショップを企画し、学生や障害のある人な

ど10数名とともにオブジェを制作しまし

た。このとき、制作方法を考え、素材の準

備やファシリテートを行ったのは鮎川さん

と采さんです。しかし、参加者が思い思い

に制作した点を考えれば、完成したオブ

ジェは共同著作物。全員に著作権が帰

属すると言えます。ワークショップで共同

制作した作品を展示する際に、参加者

一人ひとりの名前を省略するケースはま

だまだ少なくありません。つくり手全員への

リスペクトを示すことが大切です。

複数の人が協力してつくった作品は「共同著作物*」となり、

利用の際は関わった人全員の合意が必要です。ただし、制作

の補助にとどまる場合など、共同著作物にならないケースも。

歌詞と曲が組み合わさった歌のように、複数の著作物からな

る作品は「結合著作物」と呼ばれ、個別の著作権が発生します。

*共同著作物とは、「二人以上の者が共同して創作した著作物であつて、その各人の寄与を分離して個別的に
利用することができないもの」（著作権法第2条第 1項第 12号より）を指す

 参加型ワークショップでの共同制作
事
例
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